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平成5年 4月広報たまかわ平成5年4月広報たまかわ

民生費(福祉・老人
福祉・年金・児童手当・
児童館・保育所など)

依 存 財 源

69.2% 

(千円を四捨五入)

分控金及び負担金
(阿武|察中部第2区域燦用地

開発公団事業鍛還金など)

使用料及び手数料(幼稚倒授

業料・戸籍手数料など)

4.000万円(1.4%) 繰越金(前

年度からの繰定基金)

2.213万円 (0.8%) 財産収入

(基金私立金利子なと~)

1.219万円 (0.4%) 緒収入(ふ

るさと創生事業偶人負担金 ・
預金利子など)

383万円 (0.1%) 得付金

ロ自JZi原

村税
(村会民税・圏定資産
税・軽自動車税・
村たばこ税)など

4億6，610万円
(16.1%) 

重重量盟理
自動車取得税交付金
3，400万円(1.2%) 

地方譲与税7，800万円(2.7%)

県支出金

1億6，569万円
(5.7%) 
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合計 374，913円
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商工費 786万円(0.3%)
災害復旧費 582万円(0.2%)

予備費 372万円(0.1%)
労働費 9万円

総務費

(一般管理、企画、
ふるさと創生、広報、

戸籍、選挙など)

4億2，357万円
(14.6%) 

土木費

(村道の改良 ・村営
住宅の建設など)

61:意9，279万円
(23.9%) 

農林水産業費

(農林業の振興 ・
農道・林道の整備)

4億951万円
(14.1%) 

1，195万円(0.4%)

議会費 8，209万円(2.8%)

消防費 l億2，001万円(4.1%) 
(消防団の運営・消防署へ

の負担金など)

教育費

(幼稚園・小中学校・

公民館体育施設の
管理費など)

3億7.887万円
(13.1%) 

詩文出金

公債費

(借金の返済金)

2億7，758万円
(9.6%) 

， 

平
成

5
年
度
の
玉
川
村
の
予
算
が
、
村
議
会

3
月
定
例
議
会
で

3
月
叩
日
に
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
は
前
年
度
よ
り
も

3
億

2
，

1

2
5
万
円
少
な
い
鈎
億

3
7
0
万
円
で
、
特
別

会
計
と
合
わ
せ
る
と
祁
億

4
，
4
6
9
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
が
前
年
度
を
下
回
る
の

は
雨
中
学
校
の
改
築
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
た
め
で

す
。
今
年
は
昨
年
ま
で
と
少
し
形
式
を
変
え
て
、

村
の
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

V
入
る
お
金

村
に
入
る
お
金
、
歳
入
を
自
主
財

源
と
依
存
財
源
に
分
け
て
み
る
と
、

自
主
財
源
が
鉛

.
8
%、
依
存
財
源

が

ω
.
2
%
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
地
方
交
付
税
で

前
年
度
よ
り
も
5
，
5
0
0
万
円
多

く
、
総
額
の

U
.
5
%
を
占
め
ま
す
。

次
に
多
い
の
が
村
民
の
皆
さ
ん
が

納
め
る
村
税
で
総
額
の

m
.
1
%を

占
め
、
前
年
度
よ
り
3
，
9
0
6
万

円
増
え
て
い
ま
す
。
(
一
人
当
り
が

納
め
る
村
税
の
内
訳
は
別
表
の
と
お

り
)

( 1月1臼現在人口7，745人で割った額)

@議会費関係
・議会議員の報酬、手当 一 • 5， 759万円

・市町村議会高速突通対策連絡協議会負担金

(玉)11村と須貿川市の議員による研修など)

102万円
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合計 60，181円

固定資産税 30，890円 ( 

市町村民税 24， 098円 ; 

市町村たばこ税 3，914円 : 

軽自動車税 1，279円

: 1月1日現在人口 7，745人 ) 

V
使
う
お
金

村
が
使
、
つ
お
金
、
歳
出
の
ト
ッ
プ

は
土
木
費
の

6
億
9
，
2
7
9
万
円

で
す
が
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

2
億

2
，
1
5
2
万
円
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
要
因
は
空
港
周
辺
整
備
事
業

が
終
了
し
た
た
め
で
す
。

前
年
度
と
比
べ
る
と
教
育
費
も
2

億
l
，
3
5
5
万
円
少
な
い
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
雨
中
学

校
の
校
舎
と
体
育
館
建
築
が
終
了
し

た
た
め
で
す
。

一
般
会
計
予
算
・
主
な
項
目
(
千
円
を
四
捨
五
入
)

@総務費関係
・区長の報酬ー

・村長 -助役収入役の給料手当

・職員の給料手当

・オンライン回線 -機器使用料

・総合落成経費など

・突通安全対策費

〈企画費関係〉

・国土利男言十箇策定調査 .............・一一- ワ21方向

・第 4次玉川村振興計画策定調査 .........371万円

・空港対策費(周辺対策協議会委員報酬・各協議

会負担金など) … -…・一一一 343万円

・ふるさと創生事業(語学講座国内外研修など)

3.392万円

・広報Tこまかわの発行 ・ ・・ ・・ … 441万円

・防災行政無線保守点検-・・・・… ・・.126万円

432万円

3，993方向

6億1，738方円

1，229万円

. 500万向

156万円

〈税務関係〉

・全期前納される方への報償金....・......150万円

・納税奨励金 …・ ・…・・ ・・ ・ー ・・・...532万円

・電算業務の委託.......…・……… ••• 831万円

〈戸籍住民基本台帳関係〉

・住民情報管理業務の委託
〈選挙関係〉

・衆議院議員選挙経費など 一

・農業委員会委員選挙経費など

. 126万円

同
円

万
万

円
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.民生費関係
・社会福祉協議会へ補助金 ・・ ー… 338万円

・民生委員協議会へ補助金 一- … 132万円
・村青少年育成村民会議ヘ補助金 ....... 120万円

・重度心身障害者への室療費助成 ・…...658万円

・敬老祝金 - ・・一 一.......…一 ........364万円

・老人ホームヘル)"一派遣事業-・・ー.675万円

・特別養護老人ホーム設置負担金….2，147万円
・国民年金業務の委託一 ........................111万円

・児童手当 ••• ••••• ••••• 一一 ••• 1，938万円

・児童館管理 ・運営(職員給料などを除く)

188万円
・保青所管理-運営( チ ) 

810万円
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平成5年 4月

sa噌てせわ闘を

平
成

5
年
度

村
長
施
政
方
針

一
心
豊
か
で
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
。

村
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り

若
者
が
定
着
で
き
る
都
市
機
能
を
も
っ
た
村
づ
く
り
を

推
進
す
る

二

.
n世
紀
に
対
応
で
き
る
生
活
環
境
の
整
備

快
適
な
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
生
活
基
盤

の
整
備
を
初
め
と
し
て
、
高
速
交
通
時
代
に
向
け
て
の

道
路
網
、
上
下
水
道
整
備
の
推
進
。
人
間
と
自
然
と
の

調
和
。
入
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
深
め
、
住
み
よ
い
村

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

一
ニ
.
産
業
の
振
興

農
業
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
ほ
場
整
備
等
を
初
め
、

自
立
農
家
の
育
成
、
特
に
個
性
を
生
か
し
た
農
業
振
興
。

商
工
業
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
強
化
、
優
良
企
業
の
誘

致
を
促
進
す
る
c

四
.
健
康
づ
く
り
と
福
祉
の
充
実

高
齢
化
社
会
の
対
応
と
し
て
老
人
の
生
き
が
い
対
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
潤
い
と
触
れ
合

い
を
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進
す
る
。

五
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

教
育
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
行
政
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

め
、
心
豊
か
な
明
る
い
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

六
.
行
財
政
運
営
の
健
全
化

多
様
化
す
る
住
民
ニ

i
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
事
務

事
業
の
効
率
化
の
た
め
改
善
策
を
積
極
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
義
務
的
経
費
の
抑
制
に
よ
り
財
政
硬
直
化

の
防
止
に
努
め
る
。

広報Tごまかわ
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6 闇

品品醒と
組齢闇

品品臨

京報たまかわ

@衛生費関係
・村水道事業へ捕助金一一…一一-一一一一一.6，281万円

@医師への報償金 一…-…一一・・・……… 121万円

・結核検診業務の委託-…・…一....・H ・-…一... 201万円

・ゴミ収納ボックスほか所) • ………一一 49万円

・コンポスト購入補助……ー・……・…・……・ 30万円

・合併処理浄化槽設童補助 一・・・・…・…… 793万円

・危険物収集に関する経費など一一一一一一. 741万円

・乳幼児医療勤成金(社保分) ・一.......……. 431万円

・各種殺診業務の委託・……・…-…-一・….2，218万円

4 

.農林水産業費関係
・農業委員報酬

・結婚相談事業(仲人報償金・結婚記念品)

162万円

・結婚相談所業務の委託…・・…一一一……… 200万円

・いもち病航空妨除の補助金一一一・・…・…. 198万円

・村営農推進協議会へ補助金一一- ・… 250万円

・水田経営近代化施設整備事業補助金…・… 300万円

・団体営農道整儒事業(6地区) ・・・・…...7，927万円

・非補助土地改良事業…・…一-一一ー・一.4，986万円

377万円

φ土木費関係
・村選維持事業(村道の維持補諺など) •••• 3，590万円

・村道新設改農事業(空港関連事業-特殊改良第 1種
事業-凍雪害訪止事業など)一一..... 21意1，334万円

・村営住宅管理事業…一日・・・………・・一一… 409万円

・村営住宅建設事業(長内団地ー玉川田地)

3億1，099万円

@消防費関係
・消防団員報酬-一一ー一一一一.................... 945万円

・出動手当(火災時などの出動の際に団員へ支払われ

る手当) .................… ・……・・・・ぃ・…・…… 157万円

・防火水槽設置事業 .....一…・・ー ・・・・ 1， 111万円

争諸支出金 !φ教育費関係
@士地開発基金利子積立一一…一一............ 467万円 I .教膏委員報醗 一一一・・ …・・…・………….. 85万円

@ふるさと創生基金利子種立…・・・・・・…... 424万円 : ・須釜中屋外環境緑化工事及び第 2期造成工事

1億1，761万円
φ各種負担金など ; @玉川第-lJ¥学校体膏館床塗替え、音楽室壁面補諺

・石川地方町村会へ ....……・ー・… ・… 366万円 ; など ・・一一…-…・…・一・・……一一一.......... 143万円

@郡山地方広域市町村富組合へ ・・・・…..... 921万円: ・泉中学校コンピユータ一室エアコン設童、

・公立岩瀬病院出資金分賦金 .•••••• •.••••• 784万円 j パソコンリース料など •••••••• 986万円

@石川地方生活環境施設組合分賦金 •• •••• 5，224万円; @須釜中学校コンピュータ 室エアコン設置、

・須賀川地方広域消防組合分担金・・一一 8，138万円 : パソコンリ…ス料など ……一…ー……・・ 928万円

・いずみ-すがま幼稚菌管理・運営

(職員給料等を除く) ー・ ・…・ー............. 519万円

・公民館活動諸事業(須釜公民舘、各体育施設維持管

理を含む職員給料等を除く) 一一...2，363万円

・指定文化財修復補勘金(J11辺八幡神社本殿)

100万円

円

円

円

円

万

万

万

万

円む

r
h
u
n
c
n
c

n
o
η
f』
円
/
』

n
o

n斗，

F
h
j
u
n
u
U
「

h
u

4
1
A・

. 45万円

730万円

-水田営農活I性化対策事業…

・就業改善センター管理-

・松くい虫防験事業

・林道開設事業

@詰工費関係
・憂まつり実行委員会へ嬬助金

・村商工会へ商工按興補助金一

;φ災害復旧費
・災害f菱自工事…一-・・・……・一一 …….... 550万円

:+公債費(村の借り入れ金の返済金)

2億7，755万円

3億8，535万円
41意8，734万円
4億1，778万円

・ 846万円

4億4，176万円
1億3，320万円
3億 856万円

計17憶4，099万円

・老人保健特別会計-

.~民健康保険特別会計 ・…・

・農業集落排水事業特別会計・

.簡易給水施設特別会計

@上水道事業会計

・根益的支出…・・・-
・資本的支出 •••• 
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3
月
初
日
福
恵
空
港
の
開
港

当
巴
に
は
、
佐
藤
栄
佐
久
福
島

県
知
事
に
よ
る
開
港
宣
言
を
は

じ
め
、
様
々
な
祝
翼
行
事
、
か
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
v

て
の
い
く
つ

か
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

空
港
の
開
港
宣
言
‘

空港開港のテープカット A

安
全
祈
願
祭
‘

玉
川
村
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定
N

空
港
公
園
の
開
園
式

当
日
は

ο
た
ま
か
わ
フ
ェ
ア
。

と
題
し
て
、
五
平
の
酒
な
ど
が
ふ

る
ま
わ
れ
た
。
ま
た
、
各
自
体
の

出
展
で
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

砂
開
港
を
祝
っ
て
五
平
の
酒
の
鏡
開
き

空
と
緑

新
呼
吸
す
る

詰
ま
が
わ

平成5年 4月

課 長

主幹兼庶務係長
兼消防交通係長

主事補

保健課長

住民課福祉
係長

新採用

4月1日付で村職員の人事異動があり

ましたのでお知らせします。

久保木徳雄

広報たまかわ

今
年
1
月
号
の
広
報
で
も
応
募
を
呼
び
か
け
た
玉
川
村
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
、

3
回
に
わ
た
る
選
定
委
員
会
で
検
討

さ
れ
3
月
初
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

フ
レ
ー
ズ
は
「
穿
と
級
新
呼
吸
す
る
た
ま
か
わ
」

み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
邸
点
に
も
な
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
該
当
作
品
が
な
く
、
選
定
委
員
会
の
中

で
考
え
だ
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
佳
作
に
は
次
の
方
々
の
作
品
が
選
ば
れ
、
村
か
ら
記

念
品
(
五
平
の
酒
・
さ
る
な
し
ワ
イ
ン
)
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
夢
・
ふ
れ
愛
・
空
港
の
里
」
野
崎
キ
ン
子
さ
ん
(
中
)

「
未
来
に
朔
く
空
港
の
里
た
ま
か
わ
」
坂
本
精
一
さ
ん
(
加
辺
)

「
今
は
じ
ま
る
た
ま
か
わ
と
き
め
き
物
語
」

尾
形
政
一
さ
ん
(
須
賀
川
市
)

榊校徳夫

保健課

税務課賦課
徴収係長

農政課主査

公民館長

住民課住民
係長

保健課保健
衛生係長

会計室主事

新採用

小涼幸春

八木喜久夫

j青重

i桑田チヨ子

草野正博

溝井宏子

手〈

主幹兼賦課
微収係長

田 定資産係長

長

保健衛生係長

長係保

5果

国

総務課

税務課

車回ヨシ子

増子広行

住民課

主幹兼農政兼
農業振興係長

農業土木係長

主 査

農政課農政兼
農業土木係長

保健課主査

新採用

農業振興係長

農政課主査

建設課主査

教育委員会
主 査

公民館主査

大和田スミ

塩田誠

草野亀雄

小針敬人

塩沢理博

矢部常政

事

補

兼

長

長

補

事

幹
祉係

民係

事

王

王

主

福

住

主

農政課

4
鹿
〈
合
郷
か
ら
の
お
祝
い
の
手
紙

拝
啓
早
春
の
係
、
村
長
崎
械
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
郷
町民
に
就
任
し
て
か
ら
四

ヶ
月
に
な
ろ
う
と
し
て
ま
す
。
お
滋
械
で
郷
政
の
推
進
も

順
間
山
此
く
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

玉
川
村
に
繁
栄
と
進
歩
を
も
た
ら
す
格
向田
空
浴
も
今
月
の

二
十
日
に
開
港
と
な
り
ま
す
。
町
出
谷
郷
民
を
代
表
し
て
心

厚
く
開
港
の
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
開
港
に
よ
り
、
玉

川
と
金
問
主
要
都
市
と
の
時
間
距
離
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ

る
と
同
時
に
鹿
谷
郷
と
の
交
流
も
ま
す
ま
す
近
づ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
玉
川
村
と
耐
比
谷
郷
の
親
普
友
好
が

開
港
に
よ
り
ま
し
て
、
品
川
親
的
な
進
展
と
な
る
事
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

末
錐
と
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
品
同
機
に
腿
谷
郷
民
の
お
祝

い
を
お
伝
え
下
さ
い
。
村
長
検
と
炎
村
の
ま
す
ま
す
の
ご

脱
出
践
を
お
祈
り
申
し
よ
げ
ま
す
。
敬
兵

一
九
九
三
年
三
月
一
一
一
日

中
申
都
民
国
台
湾
省
前
投
綜
鹿
谷
郷
郷
庶
民
林
氏
政

モニユメント「向福鳥」の除幕式企
ー・ーキャッチフレーズの解説田・

新呼吸する 1さまかお J

「空」は、福島空港と果てしない広がりを表し、そして青
色をイメージさせる。，

「緑」は、緑豊かな山々と溢れる自然を表し、そしてふる : 
里をイメージさせる。
「新呼吸するJ は、祖先の絶え間ない営み歴史・文化をも
とに新しい呼吸をしようとしている村の姿を表し、新鮮 : 
き・透明惑をイメージさせる。 ‘ 

「空と緑

溝井浩一

溝井康夫

須

支

塩沢邦章

石井雅夫

大竹義紀
詳、
補

税務課
固定資産係長

建設課主査

農政課主査

民
事

住
主

査

査

都市計画係長

主 査

補事

、王

、王

主

建設課

A きートg
2ミ口 l.::t三

釜

所

日本航空の第一便就航式企

とん汁の無料サービスは人気がありました砂

溝井一夫

総務課
庶務係長

総務課主査

長所支

野口庄嗣長自宮
公民館

今
年
の
教
職
員
の
移
動
に
よ

り
、
転
出
転
入
さ
れ
た
方
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

)
は
新
任
校

V
玉
川

一
小
・
石
川
志
保
教
諭

(
喜
多
方
市
立
入
田
付
小
)

杉
田
久
美
子
教
諭
(
矢
吹
小
)

V
須
釜
小
・
深
谷
恒
夫
校
長

(
退
職
)
・
白
井
和
子
教
諭
(
裏

磐
悌
小
)
・
相
楽
勝
美
講
師
(
退

職
)
・
土
屋
幸
子
栄
養
技
師
(
柴

宮
小
)

V
川
辺
小
・
山
ノ
内
正
二
郎
校

長
(
長
沼
小
)

V
泉
中
・
大
原
詔
和
教
頭
(
郡

山
二
中
)
・
井
戸
沼
俊
郎
教
諭

(
西
郷
二
中
)
・
芳
賀
美
由
紀

教
諭
〈
郡
山
六
中
)
・
西
牧
ひ

と
み
教
諭
(
石
川
中
)
・
佐
藤

明
男
教
諭
(
小
平
中
)

V
須
釜
中
・
荒
井
拓
也
教
諭

(
高
郷
中
)
・
大
野
健
治
教
諭

(
小
原
田
中
)
・
飯
島
良
隆
教

諭
(
中
島
中
)

)
は
旧
任
校

V
玉
川
一
小
・
矢
内
雅
仁
教
諭

(
守
山
小
)
・
正
木
義
輝
教
諭

(
白
根
小
)

V
須
釜
小
・
我
川
健
次
校
長

(
中
谷
一
小
)
・
富
岡
孝
校
教

諭
(
中
野
小
)
・
芳
賀
マ
リ
イ

教
諭
(
西
山
小
)
・
宗
形
誠
教

諭
(
白
方
小
)
・
斑
自
裕
美
子

教
諭
(
小
山
田
小
)
・
船
田
恵

美
子
栄
養
技
師
(
新
任
)

V
川
辺
小
・
小
林
宏
寿
校
長

(
桑
野
小
)

V
泉
中
・
山
川
惰
男
教
頭
(
逢

瀬
中
)
・
中
潟
智
子
教
諭
(
表
郷

中
)
・
岡
本
裕
次
教
諭
(
都
路
二

中
)
・
三
森
朗
教
諭
(
郡
山
四

中
)
・
小
林
修
教
諭
(
新
任
)

V
須
釜
中
・
有
賀
初
美
教
諭

(
富
田
中
)
・
竹
島
明
教
諭
(
棚

倉
中
)
・
斎
藤
祐
樹
講
師
(
新

任
)

弘

由
民
ム
一
品員

教

委

須釜支所長

保健課
国 保係長

すがま
幼稚園教諭

次

係

泉

保育所

保 育所
主任保母

小林幸一

笠井美紀子

小針敏子

小委十

相楽功男

査

査

長

母

長
:::6: 
月

務

、王

教

主

3
-

、
心
ド

庶

6 

3 .31付

3 .31付

7 

5 

5 

宗形友三

真野目喜正

長

長

謀

次

務

育

入
恥

9
W
A

O
恥

主

家
退職者
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元
気
な

グ粛一
μ

元
気
い

つ
。
ま
い
に

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
こ
ぶ
し
学
級
」

「な
つ
榎
学
級
」
の

生
徒
さ
ん
に
よ
る

H

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
U

が
、
村
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
学
級
の
テ

i
マ

二
生
青
春
豊
か
な
明
日
へ
d

の
と
お

り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
や
踊
り
を
発

表
。
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴
ぴ
た
出

演
者
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

っ
て
い
い
ね

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

平
成
4
年
度
「
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
表
彰
式
が
村
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
、

3
歳
児
歯
科

検
診
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
ど

も
、
お
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
口

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏
名
(
保
護
者
名
)

最
優
秀
賞
丹
内
陽
香
(
一
彦
)

真
弓
淘
太
(
靖
信
)
石
井
央
子

(
泰
雄
)
車
田
毅
文
(
文
昭
)

坂
本
満
寛
(
勝
男
)
溝
井
勝
博

(
保
夫
)
佐
久
間
智
美
(
義
重
)

平成5年4月広報たまかわ

佐
藤
優
気
(
栄
策
)
鈴
木
将
友

(
忠
二
)
村
越
玲
(
英
生
)
有

我
淳
(
昭
男
)
佐
藤
亮
平
(
邦

男
)
藤
田
真
衣
(
幸
二
増

子
大
介
(
明
)
鈴
木
美
智
(
義

一
)
関
根
幸
(
安
夫
)
宗
形

大
地
(
浩
勝
)
石
森
大
地
(
秀

男
)

優
秀
賞
車
田
康
文
(
文
昭
)

溝
井
真
美
(
光
史
)
石
井
千
尋

(
雅
夫
)
小
針
真
(
章
洋
)
柳

沼
産
人
(
栄
)
鈴
木
理
沙
(
照

男
)
石
森
涼
(
守
)

兄
ち
ゃ
ん
の
康
文
く
ん
は
優
秀

弟
の
毅
文
く
ん
は
最
優
秀
で
し
た

室田

玉川ライオンズクラブ
日本ナンバー3060番目の第31)ジョン・第 1ゾー

ン玉JI/ライオンズクラブ(溝井清二会長外26名)の

認証状伝達式は福島空港開港を目前にした 3月 7

日、「マーヴェラス末広Jで、盛大に行なわれました。

式には、穂積良行衆議院議員、鈴木省吾参議院議

員、車田村長ら多数の来賓とライオンズ国際協会第

332-D地区酒井誠一ガバナーら関係者330人あまり

が出席。記念事業として、・福島空港に大時計 1基

・村内小中学校へ教育資金として各々金一封。世界

の自の不自由な人のために1，000ドルを基金をして

ライオンズ国際本部へ贈りました。

8 

式守止き刃
ロlli'、びの

サ百かそう、ふるさと創生
海外派遣団代表者会議

平成 2年度から始まったふるさと創生事業海外派

遣研修の参加者は、のべ137人。こ れに日華親善友

好都市提携推進協議会から台湾を訪れた人を加える

と218人にもなります。

研修参加者は、年度ごとに団体をつくってボラン

ティア活動や会員の親睦などを行なっていますが、

就改センターで各国体の代表者による会合が関かれ

ました。

会では現在の各国体の活動状況や村に対しての意

見が述べられたあと、 「それぞれの会の横の連絡を

密にして、村づくりに貢献しては」との意見から、

連絡会議を発足することとなりました。

今後の会の活動が楽しみです。

まゆで 達者に
石}/f養蚕農業協同組合から村に「新入学児童の交通安全の

お守りにして下さい」と、まゆで"ftったお守りが贈られました。

お守りは同組合の養蚕婦人部の方々が一つ一つ手作りで作成

したもので、毎年村内の新入児童にプレゼントされています。

須釜少年剣友会(塩沢重男会長)と玉Jft少年

剣友会(鈴木嘉兼会長)の交流試合が指導者や

父兄らの協力のもと、須釜小学校体育館で行

なわれました。交流試合は今回が初めての試

みで、子供たちは気合いの入った技の交流と

i司時に丸、の交流も図っていたようです。

新しい体育館か5
羽ばたく

平成 4年度事業で建築が進められていた須釜中学

校の体育館が完成し、その中で初めての行事となっ

た卒業式が行なわれました。体育館は同校の校舎と

同じく木を表面に使った温かみのある作りとなって

おり、また、ステージの後側がガラス張りと、今ま

でにはない明るさももっています。卒業証明書を手

渡された生徒は新しい体育館から羽ばたけること

で、感動も倍になったので、はないでしょうか。

関

9 



平成5年 4月広報たまかわ

平
成
5
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
を
す
る
時
期
で
す
。

4
月
初
め

に
福
島
労
働
基
準
局
、
ま
た
は
福
島

県
雇
用
保
険
課
か
ら
送
ら
れ
る
申
告

用
紙
で
5
月
汀
日
ま
で
に
手
続
き
し

て
下
さ
い
。

手
続
き
は
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島

労
働
基
準
局
ま
た
は
県
雇
用
保
険
課

で
で
き
ま
す
。

ま
た
、
期
日
ま
で
に
申
告
で
き
る

よ
う
賃
金
台
帳
等
を
整
備
し
ま
し
ょ

う
。
[
福
島
労
働
基
準
局
・
福
島
県

商
工
労
働
部
]

訂
正
と
お
わ
び

2
月
号
の
出
生
児
氏
名
が
ま
ち
が
っ

て
お
り
ま
し
た
の
で
お
わ
び
い
た
し

ま
す
。
「
矢
部
祐
弥
↓
裕
弥
」

若人の翼団員募集

県では、青年海外派遣事業「若

人の翼」の団員を次により募集

しています。

.，応募資格県内に住んでいる

勤労青年で次の年齢に該当する

方・班長…30歳~35歳 .一
般団員・・・20歳~29歳

・派遣コースと人員、期間

・欧州派遣(ドイツ、スイス、

フランス)15入、 15日間

・南米派遣(ブラジル、パラグ

アイ)13入、 17日間

・中国派遣(中華人民共和国)

15人、 15日間

・オセアニア派遣(オーストラ

リア、ニュージーランド)15人、

15日間

-北米派遣(アメリカ合衆国、

メキシコ)15入、 158問

。申込-お問い合わせ参加希

望者は、村公民館(t:r57-3101) 

に備え付けの申込書に必要書類

を添えて、 5月20日までに提出

防
衛
庁
で
は
、

2
等
陸
・
海
・
空

士
及
び
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

少年剣友会の受流試合から

受付時に

指定

技術幹部

候補生

自
動
車
税
は
、

4
月
1
日
現
在
で

自
動
車
お
所
有
し
て
い
る
人
に
対
し

課
税
さ
れ
ま
す
が
、
身
体
の
不
自
由

な
方
な
ど
で
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

方
は
、
次
の
書
類
を
添
え
て
5
月
凶

日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

1
.
自
動
車
税
減
税
申
請
書
(
県
税

事
務
所
に
あ
る
)

2
.
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

3
.
自
動
車
運
転
免
許
証

4
.
自
動
車
検
査
証

5
.
、家
族
の
方
が
運
転
さ
れ
る
場
合

に
は
、
身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
運

転
す
る
旨
の
証
明
書

詳
し
く
は
郡
山
県
税
事
務
所
ま
で

怨

0
2
4
9
1
3
5
1
1
2
3
5

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発
途

上
国
で
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
た

だ
い
ま
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
を
募

集
中
で
す
。

応
募
資
格
別
歳
か
ら
お
歳
ま
で
の

青
年

応

募

期

間

平

成
5
年
4
月
日
日

(木
)
1
5
月
幻
日
(
日
)

派
遣
期
間
原
則
と
し
て
2
年
間

派
遣
職
種
農
林
水
産
・
加
工
・
保

守
操
作
・
土
木
建
築
・
保
健
衛
生
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
7
部
門
、
約
m
M

種

待
遇
等
現
地
生
活
費
、
任
固
ま
で

の
往
復
航
空
運
賃
等
、
必
要
経
費
を

事
務
局
が
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
福
島
県
県
民
生
活

課
国
際
交
流
室
合

0
2
4
5
1
幻

1
1
1
1
1
内
線
2
5
9
1

死亡者氏名年齢世帯主名

関根誠 84 忠幸

小林ミツ 86 和夫

角田ミセ 93 築治

石森クマ 95 とよ

仁井田栄七 73 幸夫

塩浮晴巳 64 清則

草野常蔵 81 常

地区

蒜生

中

岩法寺

竜 l崎

南須釜

北須釜

1次試験

6月26日
.27日

常時

5月10日

6月18日

18歳以上

27歳未満

22歳以上

27歳未満

大学院

修了者は
28 歳

的

自

孝

人

春

弘

憾

強

口

総

正

光

おくやみ

申し上げます

二

万

・
中
の
角
田
栄
治
さ
ん
か
ら

=
一
万
円

・
南
須
釜
の
塩
沢
清
則
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
蒜
生
の
関
根
忠
幸
さ
ん
か
ら

一
一
一
万
円

・
岩
法
寺
の
石
森
と
よ
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
竜
崎
の
仁
井
田
幸
夫
さ
ん
か
ら

二

万

円

平成5年4月広報たまかわ

2等陸・

海・空士

(男子)

一般幹部

候補生

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課
(
8

U
1
3
1
0
1
内
お
番
)
ま
た
は
、

郡
山
募
集
事
務
所
(
岱

0
2
4
9
i

n
-
-
4
2
9
)
 

(ぉ誕生おめでとう
ございます

名
り
里
な
菜
み
美
み美

氏
会
央
ゆ
容
な
奈
な奈

児
か
香
バ
け
ま
真
ま
真

生
谷
川
り
野
野

出

園

矢

大

草

地区

川辺

岩法寺

南須釜

北須釜

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

寸じ-z一日

・
中
の
小
林
和
夫
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
北
須
釜
の
草
野
常

一
さ
ん
か
ら

10 

して下さいE

円

国民年金保険料(納期限は4月26日です)-今月の納税11 
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平
成

5
年
3
月
加
日
福
島
空

港
は
開
港
し
ま
し
た
。

空
港
建
設
の
誘
致
運
動
に
始

ま
り
、
先
祖
伝
来
の
貴
重
な
土

地
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
地

権
者
の
方
々
、
工
事
に
携
わ
っ

た
関
係
者
の
方
々
、
路
線
開
設

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
国
や

県
を
は
じ
め
航
空
会
社
の

方
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の
聞
に
立
っ

て
事
務
手
続
き
や
調
整
に
あ

た
っ
た
担
当
者
の
方
々
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
努
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
空
港
が
で

き
、
開
港
の
臼
が
む
か
え
5
れ

ま
し
た
。

一
人
や
二
人
の
力
で
は
な

く
、
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て

空
港
が
開
港
で
き
た
こ
と
に
対

し
て
心
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

そ
し
て
「
お
め
で
と
う
」
と
言

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
か
れ
た
港
と
な
っ
た
福
島

空
港
に
よ
り
、
人
・
物
・
情
報

そ
し
て
心
の
交
流
が
盛
ん
に
な

り
、
様
々
な
変
化
が
私
た
ち
の

生
活
の
中
に
も
表
れ
て
き
ま

す
。そ

こ
で
大
事
な
の
は
、
心
や

物
を
周
り
に
変
え
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
自
分
か
ら
変
え
て
ゆ

く
意
識
を
も
つ
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
、
変
え
う
れ
る
こ
と
よ
り

も
変
え
る
こ
と
の
方
が
主
体
的

で
、
感
動
が
あ
る
は
す
だ
か
う

で
す
。




